
 
冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 

  支部活動報告 

関東支部 

夢協「職長講習会」(関東建専連)が開催されました 

 

 建設産業専門団体関東地区連合会が事務

局を務めている関東圏専門工事業担い手確

保・育成推進協議会（略称・夢協、大﨑精一

郎会長）は、令和 3 年 2 月 24 日に東京都荒

川区のホテルラングウッドで「令和 2 年度 

職長講習会」を開催いたしました。 

この講習会は、若年技能者・技術者の確保・

育成、定着の要となる職長を対象に、コミュ

ニケーションの取り方や技術・技能の伝承に

ついて業種の垣根を越えて学ぶ場とするこ

とを目的としています。国土交通省関東地方

整備局の協力を得て、平成 28 年度から毎年

度開催し、今回で 5 回目となりました。 

 主催者挨拶続いて、来賓を代表して国土交

通省関東地方整備局建政部建設産業調整官

の茂原博氏からご挨拶の言葉をいただきま

した。（写真-1） 

 

(写真-1) 

講師は国土交通省専門工事業者等評価ワ

ーキングチーム等にも参加されている玉川

大学経営学部国際経営学部大木栄一教授が

務めました。「若手社員の採用・育成・定着

～ワークモチベーション理論から考える」テ

ーマに動機づけ・衛生理論を用いて、建設業

における若手社員の採用・育成・定着につい

て考えるとともに、長時間労働が建設業界へ

の若手入職・定着の阻害要因のひとつになっ 

 

 

 

ていることに関連して、働き方改革における

長時間労働の是正と改正労働基準法に基づ

く罰則規定について解説していただきまし

た。 (写真-2) 

 

 

 

 

(写真-2) 

講義後は、4 名程度のグループに分かれて

受講者が実際の現場で困っていること、工夫

していることについてグループディスカッ

ション・グループ発表が行われました。グル

ープディスカッションでは、若年者とのコミ

ュニケーションの取り方の戸惑いや定着を

促す様々な工夫について生の声が寄せられ

ていました。(写真―３) 

 

 

 

(写真-3) 

 最後に、大木教授からは“若手社員の採

用・育成・定着については、業界を挙げて、

情報の交換や情報の共有を図っていくこと

が必要である。とくに、若手社員の上司にな

る人たち同士の情報交換や情報共有の機会

をつくることが重要である”と職長講習会の

重要性を指摘していただきました。 
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支部活動報告 

関東支部 

 

 

第 2 回 関東地方建設業社会保険推進・処遇改善連絡協議会 

関東建専連 大﨑会長(日機協関東支部長)が出席しました 

CCUS 登録にインセンティブ措置等を要望 

 

 

国土交通省関東地方整備局(以下、関東地方

整備局と称する)の第 2 回関東地方建設業社

会保険推進・処遇改善連絡協議会が 2 月 16
日に Web 会議方式で開催され、当協会関東

支部が事務局を務める建設産業専門団体関

東地区連合会（略称・関東建専連、大﨑精一

郎会長）から大﨑会長が出席し専門工事業の

取り組みの現状と要望を行いました。当日は、

関東地方整備局のほか、60 以上の都県およ

び市区町村の業務担当者 Web で参加しまし

た。業界団体からは一般社団法人日本建設業

連合会関東支部、一般社団法人東京建設業協会、

関東建専連が参加し、それぞれの立場から意

見・要望を行いました。 

 

冒頭、協議会会長の関東地方整備局大井裕子

建政部長から「今後の建設業の社会保険加入対

策については、法定福利費の内訳明示の各段階

において活用が進むように普及を促していく

よう取り組んでいく所存です。また、建設キャ

リアアップシステム（略称・ＣＣＵＳ）の普及

定着については、官民施策パッケージに基づき

令和５年度からあらゆる工事での完全実施に

向け取り組んでいます。関東地方整備局では、

モデル工事の実施を通じて活用を推進してお

り、来年度以降も段階ごとに拡大していくこと

にしています。地方公共団体においても積極的 

 

 

 

な取り組みを要請しているところですが、業

界からも強い要望が出されており、改めて前

向きな検討をお願いいたします」と挨拶があ

りました。 

 

 その後、専門工事業を代表して関東建専連か

らは大﨑会長が、独自に実施しているアンケー

ト調査の３年間の結果を示しながら、CCUS に

登録する事業所数が進んでおらず目標におよ

んでいない現状を説明しました。そのうえで、

行政に対して登録のメリットを出すために、総

合評価の加点等のインセンティブ措置の検討

などを要望しました。 
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